
令和５年度学校経営計画 

                             学 校 名      東広島市立川上小学校   

                             学校長名  小 川  寛      

Ⅰ 学校の状況 

学級数 ２８ 児童・生徒数 ８４０ 教職員数      ６６ 

メールアドレス kawakami-sho@city.higashihiroshima.hiroshima.jp 

ホームページアドレス http://www.city.higashihiroshima.lg.jp/school/kawakami_sho/ 

Ⅱ 教育目標 

【校訓】ともに学び考え行う 【学校教育目標】自ら学び 共に学び 心豊かでたくましい子  

Ⅲ 経営理念（ミッション・ビジョン） 

児童と教職員がそれぞれ自分らしさを発揮して充実した楽しい学びを創り出し，将来にわた

って学び続ける人材を育てる。  （川上で育ち学んでよかったと思える学校） 

Ⅳ 中期経営目標及び短期経営目標 

項

目 

重

点 
中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目 

確

か

な

学

力 

１ 

○かかわり合いながら学

びを深める児童を育成す

る。 

ユニバーサルデザイン

の視点等に基づいた授業

改善を行う。 

①かかわり合いながら学

びを深める児童を育成す

るため，算数科を中心に

ユニバーサルデザイン

（共有化・構築化）の授

業を取り入れる。 

②日頃の授業を大切にし

たり，模擬授業を実施し

たりする中で授業力を向

上させる。 

・児童の授業満足度の肯

定的回答を80％以上にす

る。（児童アンケート） 

・研究授業（全体研）の

授業評価の平均を3.0以

上にする。 

年間スケジュールや児

童実態に基づいて学力の

定着・向上を図る。 

学力補充時間等を意図

的・計画的に実施すると

ともに，児童の課題に応

じて個への支援を図る。 

・単元末テスト（算数）

の平均点80点以上の児童

を75％以上にする。 

豊

か

な

心 

２ 

○どのような行動が適切

か，考えて行動する児童

を育成する。 

自分や友達を大切にし

たり，人の役に立つこと

に喜びを感じたりする児

童を育成する。 

①児童の良さや可能性を

発見する「すてきだねカ

ード」を記入する取組等

を行う。 

②人や社会に貢献するこ

とを目指して「世のため

人のため」実践を行う。

今年度は学校，地域，日

本全国に広げていく。 

・「自分の存在を大切に

思う」の項目と「友達を

大切に感じる」の項目の

肯定的回答の平均を90％

以上にする。（児童アン

ケート） 

・「人の役に立つ行動を

している」の肯定的回答

の平均を90％以上にす

る。（児童アンケート） 

別紙参考様式１ 

mailto:kawakami-sho@city.higashihiroshima.hiroshima.jp


学校・家・地域におい

て気持ちを込めたあいさ

つや感謝の言葉を伝える

ことができる。 

「地域の方に挨拶」や

「感謝のありがとう」に

ついて，達成できたかど

うか振り返りを行う等，

学級実態に応じた取組を

行う。 

・「進んであいさつをす

る」の項目の肯定的回答

の平均を90％以上にす

る。（児童アンケート） 

健

や

か

な

体 

３ 

○楽しみながら運動能力

を高め，心も体も元気な

児童を育成する。 

基礎体力・運動能力の

向上を図る。 

課題項目の「瞬発力」

「敏捷性」を高めるため

に，日々の授業改善を図

ったり，継続的な体力つ

くりを推進したりする。 

・体力・運動能力向上の

取組後，「瞬発力」と「敏

捷性」の11月以降の測定

値が新体力テスト時の記

録を上回る児童を80％以

上にする。 

健康の保持増進への意

識を高め，校内外での生

活力を高める。 

感染症の危険性を認識

させて，手洗いを励行さ

せる。（外遊び後，トイ

レ後，給食前，掃除後）

また，給食のマナーを徹

底させる。 

・「手洗い」「食事のマ

ナーを守って給食を食べ

る」を習慣化できた児童

を95％以上にする。 

信

頼

さ

れ

る

学

校 

４ 

○信頼される学校・開か

れた学校づくりを進め，

保護者や地域社会との連

携を深める。 

地域への発信を通して

信頼度を高める。 

学校だより，学年通信

を月１回以上発行，学年

のＨＰでトピックス（新

着情報）月１回以上更新

し，学校の教育活動が伝

わる情報発信を積極的に

行う。 

・保護者の川上小学校へ

の信頼度の肯定的評価の

平均を90％以上にする。

（保護者アンケート） 

働き方改革に積極的に

取り組む。 

市教委の目標設定値

（学校教育レベルアップ

プラン）を基準として

個々に目標値を設定し，

目標達成のための方策に

取り組む。 

・目標達成のための手立

てが適切で効果的であっ

たと考える職員を80％以

上にする。 

 

Ⅴ 学校評価 

 （１） 学校評価システムの組織（構成者を含む） 

 

       

 

 

 

 

 

 

      

校長 

主幹教諭

教務主任 

教頭 
学校関係者評価 

・ＰＴＡ役員 

・学校評議員 

・有識者 

学校評価委員会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 学校関係者評価の実施計画（公表方法を含む） 

実施計画内容 公表方法 

・ 経営目標に基づき評価内容を決定し，
学校評価表を作成する。 

・ ６月に第１回学校関係者評価を行い，
助言を受ける。 

・ ７，１０，１月の計３回定期的に学校
評価を実施し，Ｐ－D－C－Aで組織マ
ネージメントを行う。 

・ 年度末には，第２回学校関係者評価を
行い，客観性と妥当性を高め，改善点
を明らかにし次年度の学校評価に生か
す。 

・ 「学校だより」，ホームペ
ージで保護者ならびに地
域に情報公開する。 

・ 中間評価を「学校だより」
等で情報公開する。 

・ 年度末に評価結果を学校
だより，ホームページ等で
公表する。 

 

 

研究主任 生徒指導主事 

全 教 職 員 

保健主事 学年主任

主事 

教務主任 


